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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時計用日付機構によって作動されるよう配設された、「グランドデイト」表示デバイス
であって、
　前記「グランドデイト」表示デバイスは、４つの別個の指示を選択的に表示するよう配
設された１０の位の指示手段と、１～９及びゼロの数字を選択的に表示するよう配設され
た１の位の指示手段とを含む、「グランドデイト」表示デバイスにおいて、
　前記１の位の指示手段は、表示領域（５）において少なくとも部分的に重なった第１の
上側プレート（２）及び第１の下側プレート（３）を含み、
　前記第１の上側プレートは、軸の周りで段階的に回転するよう配設され、また等しい角
度間隔で離間した以下の８つの文字：それぞれ数字１、２、３、４、５、６、７で形成さ
れた７つの文字、及び不完全な又は存在しない第８の文字で形成される組を備え、
　前記第８の文字は、前記下側プレート（３）を可視化する少なくとも１つの第１の開口
（Ａ８Ｅ、Ａ８Ｇ）と関連しており、
　前記第１の下側プレートは、軸の周りで段階的に回転するよう配設され、また等しい角
度間隔で離間した文字又は文字の一部（Ｐ８、Ｐ９、Ｐ０）を含み、前記文字又は文字の
一部（Ｐ８、Ｐ９、Ｐ０）は、前記表示領域において重なった時に、前記第１の上側プレ
ート（２）の前記少なくとも１つの第１の開口において視認できるよう配設され、
　前記第１の上側プレート（２）及び第１の下側プレート（３）は、前記表示領域（５）
において：
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　まず初めに、前記第１の上側プレートが表示する数字１、２、３、４、５、６、７のシ
ーケンスと、前記第１の下側プレート（３）の前記文字又は文字の一部（Ｐ８、Ｐ９、Ｐ
０）のうちの１つを、前記第１の上側プレート（２）の前記第８の文字に関連する前記少
なくとも１つの第１の開口（Ａ８Ｅ、Ａ８Ｇ）に重ねることによってそれぞれ形成された
、数字８、９、０のシーケンスとで形成された、第１の完全なサイクル；
　前記第１の完全なサイクルと同一の第２の完全なサイクル；
　前記数字１、２、３、４、５、６、７のシーケンスに、現在の月の長さに応じて前記数
字８、９、０のシーケンスの全体又は一部が完備されることで形成される、第３の不規則
なサイクル；
　最後に、必要な場合は、前記第１の上側プレートが表示する数字１を用いて前記数字を
連続的に表示するように駆動されるよう配設され、
　前記第１の上側プレート（２）において、前記数字１は前記存在しない又は不完全な第
８の文字に隣接し、これによって、前記第１の上側プレート（２）にすでに数字１が表示
されている場合を除き、前記第１の上側プレート（２）を一段階回転させると、前記第１
のサイクルないし第３のサイクルのいずれか１つのサイクルの最後に表示される数字から
前記数字１に切替って表示されることを特徴とする、「グランドデイト」表示デバイス。
【請求項２】
　前記１０の位の指示手段は、前記表示領域（５）において少なくとも部分的に重なった
第２の上側プレート（１２）及び第２の下側プレート（１３）を含み、
　前記第２の上側プレートは、等しい角度間隔で離間した以下の３つの文字：数字０又は
空欄で形成された第１の文字、数字１で形成された第２の文字、及び前記第２の下側プレ
ートを可視化する少なくとも１つの第２の開口と関連する存在しない又は不完全な第３の
文字を含み、
　前記第２の下側プレートは、等しい角度間隔で離間した文字又は文字の一部（Ｑ２、Ｑ
２’、Ｑ３、Ｑ３’）を含み、前記文字又は文字の一部（Ｑ２、Ｑ２’、Ｑ３、Ｑ３’）
は、前記表示領域において重なった時に、前記第２の下側プレートの前記少なくとも１つ
の第２の開口（Ｂ２Ｃ、Ｂ２Ｅ）において視認できるよう配設され、
　前記第２の上側プレート（１２）及び第２の下側プレート（１３）は、前記表示領域（
５）において：
　まず初めに、前記１の位の指示手段が前記第１の完全なサイクルを表示している間に数
字「０」又は空欄を、続いて前記１の位の指示手段が前記第２の完全なサイクルを表示し
ている時に数字「１」を連続的に表示し；
　続いて、前記１の位の指示手段が前記第３の不規則なサイクルを表示している時に、前
記第２の下側プレートの前記文字又は文字の一部（Ｑ２、Ｑ２’、Ｑ３、Ｑ３’）のうち
の１つを、前記第２の上側プレートの前記第３の文字に関連する前記少なくとも１つの第
２の開口（Ｂ２Ｃ、Ｂ２Ｅ）に重ねることによって形成された、数字２を表示し；
　最後に、前記１の位の指示手段が前記第３の不規則なサイクルに加えて数字１を表示す
る場合、前記第２の下側プレートの前記文字又は文字の一部のうちの１つを、前記第２の
上側プレートの前記第３の文字に関連する前記少なくとも１つの第２の開口に重ねること
によって形成された、数字３を同時に表示する
ように駆動され、
　前記第２の上側プレート（１２）において、前記第１の文字は前記存在しない又は不完
全な第３の文字に隣接し、これによって、前記第２の上側プレート（１２）を一段階回転
させると、前記数字１ないし３のいずれかの数字から前記第１の文字が表示されるよう配
設される、請求項１に記載の「グランドデイト」表示デバイス。
【請求項３】
　前記第１の下側プレート（３）は、複数のセグメントを含むパターンを備え、
　前記セグメントのうちの１つは、前記表示領域（５）において、前記第１の開口（Ａ８
Ｅ、Ａ８Ｇ）のうちの１つの直下で停止するよう配設され、これにより前記セグメントは
、前記不完全な第８の文字（Ａ８）と組み合わさった状態で前記表示領域に現れて、表示
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されるべき数字を形成する、請求項１又は２に記載の「グランドデイト」表示デバイス。
【請求項４】
　前記第１の上側プレート（２）及び第１の下側プレート（３）を隠すよう配設されたカ
バーを含み、
　前記第１の上側プレートが備える前記組の文字は絡みあっており、
　前記カバーは、前記第１の上側プレート（２）が備える前記文字の組のうちの重なった
文字に適合する、外形全体に亘って分布する複数の第３の開口（７Ａ、７Ｂ、７Ｃ、７Ｄ
、７Ｅ、７Ｆ、７Ｇ）を有する前記表示領域（５）を含み、
　前記文字は、前記第１の上側プレートの回転中に前記第３の開口を通して連続的に現れ
るよう構成され、
　前記第３の開口は、前記表示領域において１度に１つの文字のみを可視化するよう配設
される、請求項１又は２に記載の「グランドデイト」表示デバイス。
【請求項５】
　前記第１の上側プレート（２）の前記第８の文字は、存在せず、
　前記第１の下側プレート（３）は、等しい角度間隔で分布する文字「８」、「９」、「
０」全体を備え、
　前記文字「８」、「９」、「０」は、前記文字が前記表示領域の前記第１の開口の直下
にある時に、前記第１の開口を通して視認できるよう配設される、請求項１に記載の「グ
ランドデイト」表示デバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、グランドデイト表示デバイスに関し、上記デバイスは、４つの別個の指示を
選択的に表示するよう配設された、１０の位を指示するための手段と、１～９の数字及び
ゼロを選択的に表示するよう配設された、１の位を指示するための手段とを含み、上記デ
バイスは、時計において日付を表示するために配設される。
【背景技術】
【０００２】
　上述の定義を満たす時計用「グランドデイト（ｇｒａｎｄ　ｄａｔｅ）」表示デバイス
は、既に公知である。特に特許文献１は、２つの同心のインジケータディスクを備える「
グランドデイト」表示デバイスを含む腕時計を記載している。２つのディスクのうちの小
さい方は、４ステップで１回転を完了するよう配設され、１０の位を表すための４つの指
示０、１、２、３を備える。もう一方のディスクは、１０ステップで１回転を完了するよ
う配設され、１の位を表すための１０個の指示０、１、２、３、４、５、６、７、８、９
を備える。腕時計の文字盤には、日付を読み取るために２つの窓も設けられる。このよう
な「グランドデイト」表示デバイスの公知の利点は、単一の日付インジケータディスクを
備えるシステムにおいてよりも日付の読み取りが容易であることである。
【０００３】
　特許文献１は、上記表示デバイスの２つのインジケータディスクが、互いに連接された
同一直径の２つの重なった歯付きホイールによって形成された、二重歯部を有する駆動ホ
イールによって駆動されることも説明している。駆動ホイールの第１の歯部は、１回転の
１／３１だけ離間した３０個の歯を、３１番目の歯の代わりの空間と共に備える。第１の
歯部の各歯は、１の位のインジケータディスクを１ステップだけ前進させるよう配設され
る。従って、駆動ホイールの各回転は、１の位のインジケータディスクを３０ステップ（
これはちょうど３回転に相当する）だけ前進させることが分かるだろう。駆動ホイールの
第２の歯部は４つの歯を備える。第２の歯部の各歯は、１０の位のインジケータディスク
を１ステップだけ前進させるよう配設される。従って、駆動ホイールの各回転は、１０の
位のインジケータディスクを１回転させる。以上から、上述の従来技術の表示デバイスは
、３１個の位置を有する循環カウンタであることが分かるだろう。
【０００４】
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　上述のものと同様の「グランドデイト」表示デバイスを作動させるために好適な、複数
の公知のタイプの日付機構が存在する。日付機構の第１のタイプは、いわゆる「シンプル
（ｓｉｍｐｌｅ）」日付又はカレンダ機構である。シンプルカレンダ機構では、３１日未
満の月の終わりに、「グランドデイト」表示デバイスを手動で前進させて日付機構を更新
しなければならない。いわゆる「アニュアル（ａｎｎｕａｌ）」カレンダ機構、更にはい
わゆる「パーペチュアル（ｐｅｒｐｅｔｕａｌ）」カレンダ機構も存在する。パーペチュ
アルカレンダ機構では、月の日数に関係なく、月の終わりに自動で変更が行われる。アニ
ュアルカレンダ機構では、２月と３月との間の遷移を除く全ての変更が自動で行われる。
【０００５】
　そのタイプにかかわらず、公知のカレンダ機構を用いる場合、３１日未満の月それぞれ
の終わりにおいて補正ステップが必要となる。シンプルカレンダ機構の場合、腕時計を装
着している人物が、日付を必要な日数だけ手動で前進させることによる、日付の補正とい
うタスクを課される。これは煩わしい作業であり、殆どの腕時計所有者はこれを行わずに
済ますことを望んでいる。
【０００６】
　パーペチュアルカレンダ機構の場合、補正ステップは自動で行われる。この目的のため
に、パーペチュアルカレンダ機構は通常、３１日未満の月に関しては異なる深さのノッチ
を備える、「４８」カムを備える。この機構はまた、上記４８カムと協働するよう配設さ
れるレバーも含む。レバーの先端部分が係合するノッチの深さによって、レバーの傾斜度
が決定され、この傾斜度によって、各月の終わりに補正される日数が決定される。このタ
イプの機構は複雑かつ繊細である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】スイス特許第６８８６７１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、３１日未満の月の終わりに「グランドデイト」表示デバイスを更新す
るために必要な作業を単純化することである。本発明は、添付の請求項１に記載のグラン
ドデイト表示デバイスを提供することによって、この目的を達成する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　３１日未満の月の最終日の日付の１の位の数が常に８又は９又はゼロとなることは分か
るだろう。更に本発明によると、これら３つの１の位の数は、第１の下側プレートを用い
て表示され、第１の上側プレートは、存在しない又は不完全な第８の文字と関連する少な
くとも１つの第１の開口が表示領域の下側となるような角度位置となる。更に、月の最初
の日の日付の１の位の数は常に「１」である。１は第１の上側プレートが備える文字のう
ち最初のものである。従って上側プレートの１の位置は、存在しない又は不完全な第８の
文字の位置のすぐ次である。従って、本発明によると、第１の上側プレートの単一のステ
ップによって、３１日未満の月の最後の日の１の位の数を「１」で即座に置換できること
が分かるだろう。また、月の最後の日が３１である場合には、次の月の最初の日への変更
は、１の位の数の変更を伴わずに行うことができることも分かるだろう。
【００１０】
　本発明の有利な変形例は、添付の請求項２に従ったものである。この変形例によると、
１０の位の数２、３は、第２の下側プレートと、第２の上側プレートの存在しない又は不
完全な第３の文字と関連する少なくとも１つの第２の開口によって常に表示される。従っ
て、月の最後の日が表示されている時の第２の上側プレートの角度位置は常に、存在しな
い又は不完全な第３の文字が表示領域にあるような角度位置である。更に、月の最初の日
の日付の１０の位の数は「０」であるか、又は空欄である。０は、第２の上側プレートが
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備える文字のうちの最初のものである。従って、この上側プレートの０の位置は、存在し
ない又は不完全な第３の文字の位置のすぐ次である。従って、この変形例によると、第２
の上側プレートの単一のステップによって、月の最後の日の１０の位の数を「０」で即座
に置換でき、第２の上側プレートのこの単一のステップは、前の月が３１日未満である場
合、上述のように第１の上側プレートの単一のステップと関連することが分かるだろう。
【００１１】
　本発明の他の特徴及び利点は、添付の図面を参照して単なる非限定的な例として挙げら
れる、以下の説明を読むことにより明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本発明のグランドデイト表示デバイスの特定の実施形態による、第１及
び第２の上側及び下側プレートの配置を示す。
【図２】図２Ａは、図１の表示デバイスが２８日を表示する際の、第１及び第２の上側及
び下側プレートそれぞれの角度位置を示す。図２Ｂは、第１及び第２の上側プレートそれ
ぞれの１ステップの２つの回転によって、図１、２Ａの表示デバイスが、どのようにして
２８日から１日に即座に切り替えることができるかを示す。
【図３】図３Ａは、以上の図の表示デバイスが２９日を表示している時の、第１及び第２
の上側及び下側プレートそれぞれの角度位置を示す。図３Ｂは、第１及び第２の上側プレ
ートそれぞれの１ステップの２つの回転によって、以上の図の表示デバイスが、どのよう
にして２９日から１日に即座に切り替えることができるかを示す。
【図４】図４Ａは、以上の図の表示デバイスが３０日を表示している時の、第１及び第２
の上側及び下側プレートそれぞれの角度位置を示す。図４Ｂは、第１及び第２の上側プレ
ートそれぞれの１ステップの２つの回転によって、以上の図の表示デバイスが、どのよう
にして３０日から１日に即座に切り替えることができるかを示す。
【図５】図５Ａは、以上の図の表示デバイスが３１日を表示している時の、第１及び第２
の上側及び下側プレートそれぞれの角度位置を示す。図５Ｂは、第２の上側プレートの１
ステップの回転それぞれによって、以上の図の表示デバイスが、どのようにして３１日か
ら１日に即座に切り替えることができるかを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１は、本発明の特定の実施形態による「グランドデイト」表示デバイスのカバーの上
面平面図を示す。図示した実施形態において、この図では、開口７Ａ～７Ｇ（「第３の開
口」）及び開口９Ａ～９Ｇ（「第４の開口」）が表示デバイスのカバーの表示領域５に設
けられていることが確認できる。この図から、第３の開口は１の位の指示手段の一部を形
成し、第４の開口は１０の位の指示手段の一部を形成することが明らかである。更に、図
示した例において使用されるセグメント形態の表示は、いわゆる７セグメント表示である
。７セグメント表示は、それ自体は公知の様式で、「０」～「９」の数字の重ね合わせに
対応する８の字型の線を覆うように分布する７つの直線状セグメントを用いて、「０」～
「９」の数字を表示できる。
【００１４】
　本発明によると、１の位の指示手段は、第１の上側プレート２及び第１の下側プレート
３を含む。第１のプレート２、３の外形は、図１において破線で示されていることに留意
されたい。この破線は、これら２つの要素が表示デバイスのカバーによって隠されている
ことを表していることが分かるだろう。また図示した実施形態では、１０の位の指示手段
は第２の上側プレート１２及び第２の下側プレート１３を含むことも分かる。これら２つ
の第２の要素もまた、表示デバイスのカバーによって隠されている。
【００１５】
　図２Ａは、図１の上面平面図に既に示した要素の分解図である。この分解図は、第１の
上側プレート２及び第２の上側プレート１２がそれぞれ備える２組の文字と、第１の下側
プレート３及び第２の下側プレート１３がそれぞれ備える文字の一部分とを示す。第１及
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び第２の上側及び下側プレートそれぞれの、図２Ａに示すような角度位置は、「グランド
デイト」表示デバイスによる日付「２８」の表示に対応する。
【００１６】
　本発明によると、第１の上側プレート２は、広い円形軌跡全体に亘って等間隔に分布す
る８つの文字の組を備える。これらの文字のうちの７つ（それぞれＡ１、Ａ２、Ａ３、Ａ
４、Ａ５、Ａ６、Ａ７の符号が付けられている）は、数字１、２、３、４、５、６、７で
形成される。第８の文字（Ａ８の符号が付けられている）は不完全である。これは２つの
切り欠きセグメントを有する数字８で形成され、これら２つのセグメントは、セグメント
の形状の開口（第１の開口と呼ばれ、Ａ８Ｅ、８ＡＧの符号が付けられている）によって
置換される。これらの文字は互いに食い込んでいること、２つの重なりあった文字はこれ
らの間に４５°の角度を形成することに留意されたい。２つの絡みあった文字がこれらの
間に４５°の角度を形成する本実施例の特徴は、使用される表示の原理が７セグメント表
示の原理である場合に特に有利である。実際のところ、上述したように、７セグメント表
示は４つの垂直セグメント及び３つの水平セグメントを用いる。従って図１で確認できる
ように、傾斜したセグメントは存在しない。このような条件において、２つの重なりあっ
た文字は４５°の角度を形成するため、カバーの第３の開口は、表示領域において１回に
１つの文字しか可視化できない。
【００１７】
　本発明によると、第１の下側プレート３は、文字の一部分で形成されたパターンを備え
る。図示した実施例では、これらの文字の一部分（Ｐ８、Ｐ９、Ｐ０の符号が付けられて
いる）の個数は３つであり、これらの間には１２０°の角度が形成される。これらの文字
の一部分はそれぞれ、第１の開口Ａ８Ｅ、Ａ８Ｇのうちの少なくとも１つの下側に現れた
場合に、上記不完全な第８の文字と連携して数字８、９、０を形成するよう配設される。
図２Ａでは、第１の開口Ａ８Ｄ、Ａ８Ｇの直下にあるよう意図されているのは部分Ｐ８で
あり、これにより部分Ｐ８は上記第８の文字を完成させて、８を形成することが分かるだ
ろう。換言すると、１の位の指示手段によって表示される数字は８である。
【００１８】
　これより、１の位の指示手段の動作について説明する。第１の上側プレート又は第１の
下側プレートの特定の角度位置に更に簡単に言及するために、図２～５ではこれら２つの
プレートそれぞれにインデックス（それぞれ「Ｓ」、「Ｉ」の符号が付けられている）を
設ける。図２Ａでは、インデックス「Ｉ」は６：００の位置にあり、インデックス「Ｓ」
は１２：００の位置にあることが分かる。従って、インデックスＳが正午の位置にある時
、第１の下側プレートのインデックスＩは６：００の方向に配向され、第１のプレートの
構成は、１の位の指示手段による数字８の表示に対応することが分かるだろう。
【００１９】
　これより、１の位のサイクル１周のシーケンスについて説明する。１の位のサイクル１
周は、第１の上側プレート２によって表示される数字１、２、３、４、５、６、７のシー
ケンスと、これに続く、上側プレートの不完全な第８の文字Ａ８と連携して第１の下側プ
レート３によって表示される数字８、９、０のシーケンスとによって形成される。このサ
イクルは、インデックスＳが１０：３０の位置となることによって開始される（図２Ｂ参
照）。この角度位置では、数字１はカバーの第３の開口７Ｂ、７Ｃを通して現れる。文字
Ａ１は、カバーの表示領域５と同じ色の追加のセグメントを含み、上記追加のセグメント
は、数字１の指示に関わらない５つの第３の開口を隠す効果を有することにも留意された
い。
【００２０】
　第１の上側プレートはこれらの角度位置では図示されていないが、第１の上側プレート
が反時計回り方向に４５°のステップを行った場合、インデックスＳは９時の位置となり
、第３の開口７Ａ、７Ｂ、７Ｄ、７Ｅ、７Ｇを通して数字２が現れる。更に１回のステッ
プによってインデックスＳは７：３０の位置に配置され、第３の開口の直下に数字３が位
置決めされる。続いてインデックスＳは６：００の位置に配置されて数字４が表示され、
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次に数字５のための４：３０の位置、数字６のための３：００の位置、数字７のための１
：３０の位置に配置される。このサイクルの上述の部分全体を通して、第１の下側プレー
ト３が備える文字の一部分Ｐ８、Ｐ９、Ｐ０は、上側プレート２によって隠されているこ
とに留意されたい。よって下側プレートは表示に関係することはなく、下側プレートの角
度位置は何の役割も果たさない。
【００２１】
　次に、第１の上側プレートが反時計回り方向にもう１回のステップを行った場合、（図
２Ａに示すように）インデックスＳは正午の位置に配置され、不完全な第８の文字は第３
の開口を通して現れる。更に第１の開口Ａ８Ｅ、Ａ８Ｇは第３の開口７Ｅ、７Ｇの直下で
固定される。３つの文字の一部分Ｐ８、Ｐ９、Ｐ０のうちの１つは、第１の開口のうちの
少なくとも１つを通して現れることができる（図２Ａでは上述のように、部分Ｐ８が現れ
る）。換言すると、数字８を指示するために、インデックスＩは６：００の位置になけれ
ばならない。
【００２２】
　次に、第１の下側プレート３が時計回り方向に１２０°のステップを行った場合、イン
デックスＩは１０：００の位置に配置され、文字の一部分Ｐ９が部分Ｐ８を置換する（図
３Ａ参照）。文字の一部分Ｐ９は、カバーの色と対比をなす色を有するセグメントと、カ
バーと同じ色の追加のセグメントとを含む。これらのセグメントのうちの第１のものは第
１の開口Ａ８Ｇ及び第３の開口７Ｇを通して現れ、これによって上記第８の文字を完成さ
せて９を形成する。文字の部分Ｐ９の第２のセグメントは、重なった開口Ａ８Ｅ及び７Ｅ
の直下となる。上記第２のセグメントの色はカバーの色と適合しているため、その存在は
、第３の開口７Ｅを隠す効果を有する。
【００２３】
　次に、第１の下側プレートが更に１回のステップを行った場合、インデックスＩは２：
００の位置に配置され、文字の一部分Ｐ０は部分Ｐ９を置換する（図４Ａ）参照。カバー
の色と対比をなす色を有するセグメントは、第１の開口Ａ８Ｅ及び第３の開口７Ｅを通し
て現れ、これによって第８の文字を完成させて０を形成する。１の位の表示が８から９に
変化し、続いて９から０に変化する際、第１の上側プレートの配向が変化しないことに留
意することは重要である。
【００２４】
　再び図２Ａを参照すると、図示した実施例では、１０の位の指示手段は１の位の指示手
段と同様であることが観察される。実際のところ、本発明の有利な変形例によると、第２
の上側プレート１２は、広い円形軌跡全体に亘って１２０°毎に等間隔に分布する３つの
文字の組を備える。これらの文字のうちの２つ（それぞれＢ０、Ｂ１の符号が付けられて
いる）は、数字０、１によって形成される。第３の文字（Ｂ２の符号が付けられている）
は不完全である。この第３の文字の外形は、２つの切り欠きセグメントを有する数字８の
外形に対応しており、これら２つのセグメントはセグメントの形状の開口（Ｂ２Ｃ、Ｂ２
Ｅの符号が付けられている「第１の開口」）によって置換されていることが分かる。
【００２５】
　ここでもまた図２Ａを参照すると、第２の下側プレート１３は、４つの水平セグメント
及び４つの垂直セグメントで形成されるパターンを備えることが分かる。また、このパタ
ーンは２回の回転対称性を有することにも留意されたい。４つの垂直セグメントのうちの
２つの色は、カバーの表示領域５の色と対比をなす。これら２つのセグメントは１８０°
の回転対称性を有し、いずれもＱ２の符号が付けられている。他２つの垂直セグメントは
カバーと同じ色である。これらも１８０°の回転対称性を有し、Ｑ２’の符号が付けられ
ている。４つの水平セグメントのうちの２つの色は、カバーの表示領域５の色と対比をな
す。これら２つのセグメントは１８０°の回転対称性を有し、いずれもＱ３の符号が付け
られている。他２つの水平セグメントはカバーと同じ色である。これらも１８０°の回転
対称性を有し、Ｑ３’の符号が付けられている。
【００２６】
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　図２Ａにおいて、１つのセグメントＱ２及び１つのセグメントＱ２’は、第２の開口Ｂ
２Ｃ、Ｂ２Ｅの直下で停止されることも観察できる。セグメントＱ２、Ｑ２’は、不完全
な第３の文字Ｂ２と連携して数字２を形成するよう配設された文字の一部分を形成するこ
とが分かるだろう。
【００２７】
　これより、１０の位のサイクル１周のシーケンスについて説明する。１０の位のサイク
ル１周は、第２の上側プレート１２によって表示される数字０、１のシーケンスと、これ
に続く、上側プレートの不完全な第３の文字Ｂ２と連携して第２の下側プレート１３によ
って表示される数字２、３のシーケンスとによって形成される。このサイクルは、文字Ｂ
０（数字０）が右下の位置となるように第２の上側プレート１２が配向されることによっ
て開始される。この角度位置では、数字０はカバーの第４の開口９Ａ、９Ｂ、９Ｃ、９Ｄ
、９Ｅ、９Ｆを通して現れる。文字Ｂ０は、カバーの表示領域５と同じ色の追加のセグメ
ントを含み、上記追加のセグメントは、数字０の表示に関わらない第４の開口９Ｇを隠す
効果を有することにも留意されたい。
【００２８】
　第２の上側プレートが時計回り方向に１２０°のステップを行った場合、文字Ｂ１は文
字Ｂ０に取って代わり、第４の開口９Ｂ、９Ｃを通して数字１が現れる。このサイクルの
第１の部分の間、第２の下側プレート１３が備える文字の一部分Ｑ２、Ｑ２’、Ｑ３、Ｑ
３’は、上側プレート１２によって隠されていることに留意されたい。よって下側プレー
トは表示に関係することはなく、下側プレートの角度位置は何の役割も果たさない。
【００２９】
　次に、第２の上側プレートが時計回り方向にもう１回のステップを行った場合、（図２
Ａに示すように）文字Ｂ２は左下の位置に配置され、不完全な第３の文字は第４の開口を
通して現れる。更に第２の開口Ｂ２Ｃ、Ｂ２Ｅは第４の開口９Ｃ、９Ｅの直下で固定され
る。セグメントのペアＱ２‐Ｑ２’又はＱ３‐Ｑ３’のうちの１つは、第２の開口を通し
て現れることができる（図２Ａでは上述のように、ペアＱ２‐Ｑ２’が現れる）。数字２
を指示するために、第２の下側プレート１３は、セグメントＱ２、Ｑ２’が第１の開口Ｂ
２Ｃ、Ｂ２Ｅの直下に配置されるように配向されなければならないことが分かるだろう。
【００３０】
　次に、第２の下側プレート１３が９０°のステップを行った場合、セグメントＱ２、Ｑ
２’は水平に配向され、セグメントＱ３、Ｑ３’は垂直になる。セグメントのペアＱ３‐
Ｑ３’は、開口Ｂ２Ｃ、Ｂ２Ｅの下側のセグメントのペアＱ２‐Ｑ２’を置換する（図４
Ａ参照）。セグメントＱ３は第２の開口Ｂ２Ｃを通して現れ、セグメントＱ３’は開口Ｂ
２Ｅを通して視認できる。セグメントＱ３は不完全な第３の文字Ｂ２を完成させて３を形
成することが分かるだろう。セグメントＱ３’は、重なった開口Ｂ２Ｅ及び９Ｅの直下と
なる。セグメントＱ３’の色はカバーの色と適合しているため、その存在は、第４の開口
９Ｅを隠す効果を有する。１０の位の表示が２から３に変化する際、第２の上側プレート
の配向が変化しないことに留意することは重要である。
【００３１】
　３１日未満の月の終わりに「グランドデイト」表示デバイスを更新するために必要な作
業を単純化することが本発明の目的であることは上述した。図２Ａと図２Ｂ、図３Ａと図
３Ｂ、図４Ａと図４Ｂ、最後に図５Ａと図５Ｂを比較することによって確認できたように
、次の月の最初の日への変化は、第１及び第２の上側プレートの単一のステップによって
達成される。
【００３２】
　図２Ａ、２Ｂは、グランドデイト表示デバイスが、第１の上側プレート２を反時計回り
方向に１ステップ、及び第２の上側プレート１２を時計回り方向に１ステップ回転させる
ことによって、２８日を指示している状態から１日を指示している状態へとシームレスに
変化できることを示している。図３Ａ、３Ｂは、グランドデイト表示デバイスがまた、第
１の上側プレート２を反時計回り方向に１ステップ、及び第２の上側プレート１２を時計
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示している状態へとシームレスに変化できることを示している。図４Ａ、４Ｂは、グラン
ドデイト表示デバイスがまた、第１の上側プレート２を反時計回り方向に１ステップ、及
び第２の上側プレート１２を時計回り方向に１ステップ回転させることによって、３０日
を指示している状態から１日を指示している状態へとシームレスに変化できることを示し
ている。図５Ａ、５Ｂは、グランドデイト表示デバイスが、第１の上側プレート２を回転
させず、第２の上側プレート１２を１ステップ前進させるだけで、３１日を指示している
状態から１日を指示している状態へとシームレスに変化できることを示している。
【００３３】
　添付の請求項によって定義される本発明の範囲から逸脱することなく、本説明の主題を
形成する実施形態に対して、当業者に明らかな様々な改変及び／又は改良を実施してよい
ことも明らかであろう。特に、第１及び第２の下側プレートは、文字の一部分を単に備え
るのではなく、文字全体を備えることもできる。即ち、数字「８」、「９」、「０」が第
１の下側プレート全体に亘って等間隔に離間し、数字「２」、「３」が第２の下側プレー
ト全体に亘って等間隔に離間してもよい。このような条件においては、第１の上側プレー
トの第８の文字及び第２の上側プレートの第３の文字を単に存在しないものとして、これ
らをそれぞれ、下側プレートが備える数字を可視化できるよう十分に大きい開口に置換す
ることができる。
【符号の説明】
【００３４】
２　　　第１の上側プレート
３　　　第１の下側プレート
５　　　表示領域
７Ａ、７Ｂ、７Ｃ、７Ｄ、７Ｅ、７Ｆ、７Ｇ　第３の開口
１２　　第２の上側プレート
１３　　第２の下側プレート
Ａ８　　不完全な第８の文字
Ａ８Ｅ、Ａ８Ｇ　第１の開口
Ｂ２Ｃ、Ｂ２Ｅ　第２の開口
Ｐ８、Ｐ９、Ｐ０　文字又は文字の一部
Ｑ２、Ｑ２’、Ｑ３、Ｑ３’　　文字又は文字の一部
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